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就
職
支
援
講
座

　
３
月
の
採
用
広
報
開
始
、

６
月
の
採
用
選
考
解
禁
を
控

え
、
２
０
１
７
年
３
月
卒
業

生
（
現
３
年
次
生
）
を
対
象

と
し
た
多
様
な
就
職
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
生
田
・
神
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ

て
い
る
。
11
、
12
月
に
実
施

さ
れ
た
講
座
を
紹
介
す
る
。

業
界
研
究
入
門

　
２
カ
月
に
わ
た
っ
て
行
わ

 収　入　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 20,050,908,000 ○ 37,110,000 20,088,018,000

手 数 料 収 入 934,103,000 ○ 2,000,000 936,103,000

寄 付 金 収 入 500,000,000  0 500,000,000

補 助 金 収 入 1,464,544,000 ○ 78,911,000 1,543,455,000

国 庫 補 助 金 収 入 1,451,765,000 ○ 78,911,000 1,530,676,000

地方公共団体補助金収入 12,779,000  0 12,779,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000  0 200,000,000

付 随 事 業･収 益 事 業 収 入 650,106,000 △ 9,366,000 640,740,000

受 取 利 息･配 当 金 収 入 52,058,000 ○ 18,687,000 70,745,000

雑 収 入 514,206,000 ○ 215,140,000 729,346,000

借 入 金 等 収 入 2,000,000,000  0 2,000,000,000

前 受 金 収 入 3,993,296,000  0 3,993,296,000

そ の 他 の 収 入 394,210,000 ○ 50,066,000 444,276,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 4,406,766,000 △ 318,832,000 △ 4,725,598,000

当 年 度 収 入 合 計 26,346,665,000 ○ 73,716,000 26,420,381,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,400,696,421 ○ 281,982,043 6,682,678,464

収 入 の 部 合 計 32,747,361,421 ○ 355,698,043 33,103,059,464

 支　出　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

人 件 費 支 出 14,472,425,000 ○ 118,976,000 14,591,401,000

教 育 研 究 経 費 支 出 5,181,589,000 ○ 156,890,000 5,338,479,000

管 理 経 費 支 出 1,523,762,000 ○ 121,931,000 1,645,693,000

借 入 金 等 利 息 支 出 1,127,000 0 1,127,000

借 入 金 等 返 済 支 出 522,770,000 0 522,770,000

施 設 関 係 支 出 2,777,958,000 ○ 564,023,000 3,341,981,000

設 備 関 係 支 出 559,639,000 △ 9,872,000 549,767,000

資 産 運 用 支 出 656,080,000 ○ 251,000,000 907,080,000

そ の 他 の 支 出 1,133,478,000 ○ 60,325,000 1,193,803,000

[ 予 　 備 　 費 ] 150,000,000 0 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,074,089,000 △ 90,734,000 △ 1,164,823,000

当 年 度 支 出 合 計 25,904,739,000 ○ 1,172,539,000 27,077,278,000

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,842,622,421 △ 816,840,957 6,025,781,464

支 出 の 部 合 計 32,747,361,421 ○ 355,698,043 33,103,059,464

平
成
27
年
度
補
正
予
算

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
平

成
27
年
度
補
正
予
算
は
、
12

月
９
日
開
催
の
理
事
会
・
評

議
員
会
の
議
決
を
経
て
、
別

表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

１
資
金
収
支
補
正
予
算

｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
３
億
５
５
６

９
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比

１
・
09
％
増
）で
３
３
１
億
３

０
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
７
３
７
１
万
円
の
増
（
当

初
予
算
比
０
・
28
％
増
）
で

２
６
４
億
２
０
３
８
万
円
。

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、

当
初
予
算
に
比
べ
２
億
８
１

９
８
万
円
の
増
で
66
億
８
２

６
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
11
億
７
２
５
３
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
４
・
53
％

増
）
で
２
７
０
億
７
７
２
７

万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当

初
予
算
に
比
べ
８
億
１
６
８

４
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比

11
・
94
％
減
）
で
60
億
２
５

７
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補

正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収

入
計
が
当
初
予
算
に
比
べ
３

億
４
２
４
８
万
円
の
増
（
当

初
予
算
比
１
・
41
％
増
）
で

２
４
６
億
５
８
５
０
万
円
。

事
業
活
動
支
出
計
は
、
当
初

予
算
に
比
べ
３
億
４
６
２
６

万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
１

・
44
％
増
）
で
２
４
３
億
９

４
７
４
万
円
と
な
り
、
基
本

金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

は
２
億
６
３
７
５
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
基
本
金
組
入
額

合
計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ

10
億
４
３
１
３
万
円
の
組
入

額
減
（
当
初
予
算
比
30
・
83

％
減
）
で
△
23
億
４
０
６
５

万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
と
基
本

金
組
入
額
合
計
を
合
わ
せ
た

当
年
度
収
支
差
額
は
、
当
初

予
算
に
比
べ
10
億
３
９
３

５
万
円
の
支
出
超
過
額
の

減
（
当
初
予
算
比
33
・
35
％

減
）
で
△
20
億
７
６
８
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度

繰
越
収
支
差
額
（
△
３
４
８

億
９
３
０
４
万
円
）
を
加
え

た
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
48
億

１
５
３
６
万
円
の
支
出
超
過

額
の
減（
当
初
予
算
比
11
・
52

％
減
）
で
△
３
６
９
億
６
９

９
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　　目 当 初 予 算 額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 20,050,908,000 ○ 37,110,000 20,088,018,000

手 数 料 934,103,000 ○ 2,000,000 936,103,000

寄 付 金 200,000,000 0 200,000,000

経 常 費 等 補 助 金 1,392,978,000 ○ 61,849,000 1,454,827,000

国 庫 補 助 金 1,380,199,000 ○ 61,849,000 1,442,048,000

地方公共団体補助金 12,779,000 0 12,779,000

付 随 事 業 収 入 650,106,000 △ 9,366,000 640,740,000

雑 収 入 514,206,000 ○ 215,140,000 729,346,000

教 育 活 動 収 入 計 23,742,301,000 ○ 306,733,000 24,049,034,000

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,606,165,000 ○ 61,589,000 14,667,754,000

教 育 研 究 経 費 7,470,877,000 ○ 112,235,000 7,583,112,000

管 理 経 費 1,745,004,000 ○ 163,769,000 1,908,773,000

教 育 活 動 支 出 計 23,822,046,000 ○ 337,593,000 24,159,639,000

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 79,745,000 △ 30,860,000 △ 110,605,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活

動
収
入

の
部

受 取 利 息･配 当 金 52,058,000 ○ 18,687,000 70,745,000

教 育 活 動 外 収 入 計 52,058,000 ○ 18,687,000 70,745,000

事
業
活

動
支
出

の
部

借 入 金 等 利 息 1,127,000 0 1,127,000

教 育 活 動 外 支 出 計 1,127,000 0 1,127,000

教育活動外収支差額 50,931,000 ○ 18,687,000 69,618,000

経 常 収 支 差 額 △ 28,814,000 △ 12,173,000 △ 40,987,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

そ の 他 の 特 別 収 入 521,666,000 ○ 17,062,000 538,728,000

施 設 設 備 補 助 金 71,566,000 ○ 17,062,000 88,628,000

そ の 他 の 収 入 450,100,000 0 450,100,000

特 別 収 入 計 521,666,000 ○ 17,062,000 538,728,000

事
業
活

動
支
出

の
部

資 産 処 分 差 額 75,311,000 ○ 8,672,000 83,983,000

特 別 支 出 計 75,311,000 ○ 8,672,000 83,983,000

特 別 収 支 差 額 446,355,000 ○ 8,390,000 454,745,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 267,541,000 △ 3,783,000 263,758,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 3,383,790,000 ○ 1,043,138,000 △ 2,340,652,000

当 年 度 収 支 差 額 △ 3,116,249,000 ○ 1,039,355,000 △ 2,076,894,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 38,669,058,000 ○ 3,776,014,000 △ 34,893,044,000

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 41,785,307,000 ○ 4,815,369,000 △ 36,969,938,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,316,025,000 ○ 342,482,000 24,658,507,000

事 業 活 動 支 出 計 24,048,484,000 ○ 346,265,000 24,394,749,000

学校法人専修大学 平成２７年度 事業活動収支補正予算書（概要）

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで (単位:円)

学校法人専修大学 平成２７年度 資金収支補正予算書（概要）

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで (単位:円)

　
朝
倉
京
一
氏
（
あ
さ
く
ら

・
き
ょ
う
い
ち
）
元
法
学
部

教
授

　
２
０
１
５
年
１
月
23
日
、

91
歳
で
死
去
。
１
９
８
１
年

か
ら
94
年
ま
で
在
職
。
主
な

担
当
は
刑
事
政
策
、
刑
法
総

論
。

訃
　
　
報

　
学
生
の
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ

・
社
会
貢
献
な
ど
へ
の
取
り

組
み
や
成
果
を
表
彰
す
る

「
第
16
回
育
友
会
奨
励
賞
」
に

20
人
・
４
団
体
が
選
ば
れ
た
。

12
月
12
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

育友会
奨励賞 20人・４団体が受賞

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
、
飛
び
込
み
営
業
と
ル
ー

ト
営
業
の
違
い
、
目
標
設

定
、
や
り
が
い
な
ど
を
実
体

験
や
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら

紹
介
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｇ
の

２
人
は
、
会
場
の
約
３
割
を

占
め
た
女
子
学
生
に
向
け
、

女
性
営
業
職
の
実
態
や
労
働

環
境
な
ど
を
説
明
し
た
。

就
職
課
か
ら

３
年
次
生
へ

　
１
月
28
日
（
木
）
に
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
29
日

（
金
）
に
は
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
第
３
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
実
施
し
ま
す
。
間
近
に

せ
ま
っ
た
就
職
活
動
の
解
禁

を
前
に
、「
今
す
べ
き
こ
と
」

を
端
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
出
席
す
る
教
室
を
学
部
・

学
科
に
よ
り
指
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
自
宅
に
送
付

し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、

専
修
大
学
ポ
ー
タ
ル
、Ｓ-

ｎ

ｅ
ｔ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
皮
切
り
に
、
春
期
休
暇
中

に
各
種
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
29
日
午
後
に
は
、
小
田
急

グ
ル
ー
プ
14
社
（
予
定
）
を

招
き
、
小
田
急
グ
ル
ー
プ
フ

ェ
ア
を
実
施
。
専
修
大
学
の

地
元
を
支
え
る
企
業
グ
ル
ー

プ
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
２
月
に
業
界
研
究
入
門
、

３
月
に
は
学
内
企
業
説
明
会

と
、
生
田
・
神
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

目
白
押
し
で
す
。
大
い
に
活

用
し
、
実
り
あ
る
就
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

４
年
次
以
上
へ

　
２
月
３
日
（
水
）
と
12
日

（
金
）
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
で
合
同
企
業
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
企

業
は
、
皆
さ
ん
の
卒
業
ま
で

に
内
定
を
出
し
た
い
採
用
意

欲
の
非
常
に
高
い
企
業
ば
か

り
で
す
。
３
日
は
午
前
・
午

後
合
わ
せ
て
40
社
が
、
12
日

は
午
後
の
み
20
社
が
参
加
予

定
で
す
。
両
日
だ
け
で
最
大

18
社
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が

　
中
西
泰
夫
経
済
学
部
教

授

写
真

が
11
月
24
日

付
で
京
都
大

学
か
ら
博
士

（
経
済
学
）
の
学
位
を
授
与

さ
れ
た
。
学
位
論
文
名
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
計
量

経
済
分
析
」
。

で
き
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
活
用
し
て
希
望
に
か
な
う

就
職
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
就
職
課
で
は
、
春
期
休
暇

期
間
中
（
日
曜
祝
日
を
除

く
）
も
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
に

来
て
く
だ
さ
い
。

学

位

取

得

◀
　
本
多
会
長（
前
列
左
か
ら
５
人
目
）

と
受
賞
者
の
皆
さ
ん

ス
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

本
多
英
夫
育
友
会
長
か
ら
賞

状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。

【
個
人
】

敬
称
略

▽
松
原
拓
哉
（
経
済
４
）
▽

土
屋
夢
貴
（
経
済
４
）
▽
白

川
千
尋
（
法
４
）
▽
石
川
謙

太
郎
（
経
営
４
）
▽
大
須
賀

砂
瑛
（
商
４
）
▽
原
田
駿

（
商
４
）
▽
浦
山
竜
弥
（
商

４
）
▽
沼
倉
昴
（
商
４
）
▽

村
田
真
奈
美
（
商
４
）
▽
小

林
里
菜
（
文
４
）
▽
宇
野
雅

（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）
▽
木
下

千
尋
（
経
済
３
）
▽
齊
藤
麻

莉
奈
（
経
営
３
）
▽
佐
藤
瑞

紀
（
商
３
）
▽
藤
林
沙
羅

（
商
３
）
▽
牧
野
成
譲
（
商

３
）
▽
山
本
陽
野
（
商
３
）

▽
池
谷
祐
香
（
文
３
）
▽
中

澤
大
伸
（
文
３
）
▽
田
添
健

汰
（
商
２
）

【
団
体
】

敬
称
略

▽Syake

株
式
会
社
（
代
表

三
好
暖
・
ネ
ッ
ト
情
報

４
）
▽
経
済
学
部
永
江
雅
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
代
表

浦
祐

介
・
経
済
３
）
▽
体
育
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
代
表

佐

次
本
啄
也
・
経
営
３
）
▽
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ブ
愛
好
会

（
代
表

森
本
未
祐
・
文
３
）

れ
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

24
社
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
９
社
が
来
学
。
学
生
た
ち

は
各
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
の
社
員
か
ら
、

業
界
事
情
や
仕
事
の
や
り
が

い
を
聞
い
た
。

　
12
月
８
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
講
座
で

は
、
玩
具
や
模
型
な
ど
の
製

造
・
販
売
事
業
を
展
開
す
る

㈱
バ
ン
ダ
イ
人
事
部
の
玉
木

成
忠
氏
が
講
演
し
た

写

真
。
同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
や
「
企
画
↓
開
発
↓
営
業

↓
お
客
様
へ
」
と
つ
な
が
る

商
品
開
発
の
流
れ
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ

れ
る
同
社
で
の
働
き
方
を
紹

介
。
玩
具
業
界
の
展
望
な
ど

も
説
明
さ
れ
、
出
席
し
た
約

50
人
の
学
生
は
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
た
。

営
業
職
入
門

　
12
月
19
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、
学
生
60
人

が
参
加
。
20
代
の
若
手
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
４
人
が
〝
営
業
職
〞

の
リ
ア
ル
な
声
を
学
生
た
ち

に
伝
え
た

写
真
。

　
講
座
は
４
人
に
よ
る
パ
ネ

　
最
後
に
「
就
職
活
動
で
は

社
名
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
く

の
企
業
を
見
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
た
。

備考　１．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。

　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究経費」と「管理経費」

　　　　　には、それぞれ減価償却額を含む。


